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国内景気　「緩やかに回復」維持

　内閣府は７月の月例経済報告で、国内景気の

基調判断は据え置いたものの、前月までの「緩

やかに回復しているが、米国の通商政策等によ

る不透明感がみられる」から「米国の通商政策

等による影響が一部にみられるものの、緩やか

に回復している」とし、３か月ぶりに表現を変

更した。個別項目では、「輸出」の表現を「この

ところ持ち直しの動きがみられる」から「おお

むね横ばいとなっている」とし、12か月ぶりに

下方修正したほか、「国内企業物価」の表現を「緩

やかに上昇している」から「このところ上昇テン

ポが鈍化している」に変更した。

　６月の有効求人倍率は前月比0.02ポイント

低下の1.22倍。完全失業率は前月と同水準の

2.5％だった。
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新設住宅着工（前年同月比)
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消費関連指標（前年同月比)
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米国ＧＤＰ、２四半期ぶりプラス

　米国の４～６月期の実質ＧＤＰ(速報値)は年

率換算で前期比3.0％増と、２四半期ぶりにプ

ラス成長となった。関税措置の本格化を見込ん

だ駆け込み需要が一服し、ＧＤＰにマイナス作

用する「輸入」が大きく減ったことが影響した。

　ユーロ圏の４～６月期の実質ＧＤＰ（速報値）

は年率換算で前期比0.4％増となった。伸び率

は、米国による追加関税を見据えた駆け込み生

産・輸出による押し上げ効果が生じていた前期

の同2.3％増から大幅に縮小した。

　中国の４～６月期の実質ＧＤＰ（速報値）は

前年同期比5.2％増と、前期の同5.4％増から減

速したが、政府の通年目標「５％前後」は上回

った。米国以外の国との貿易拡大や、消費財の

買い替え促進策などにより高成長を維持した。
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設備投資は「持ち直しの動き」続く

　５月の機械受注統計では、設備投資の先行指

標となる「船舶・電力を除く民需」の受注額が

9,135億円、前月比0.6％減と２か月連続で減少

した。非製造業は「金融業・保険業」等からの

受注が増加し、同1.8％増と２か月ぶりに増加

したものの、製造業では前月に「造船業」で大

型案件により一時的に受注が大幅に増加した反

動等から、同1.8％減と２か月連続で減少した。

月ごとのぶれを均した３か月移動平均は同

0.7％増だった。内閣府は基調判断を「持ち直し

の動きがみられる」に据え置いた。

鉱工業生産は「一進一退」続く

　６月の鉱工業生産指数速報値は、前月比

1.7％上昇の102.9だった。前月比上昇は３か月

ぶり。全15業種中、「化学工業」等７業種が前

月より低下したものの、「輸送機械工業」「電子

部品・デバイス工業」等８業種が前月より上昇

した。先行き生産予測は、７月が前月比1.8％

上昇、８月は同0.8％上昇。経産省は基調判断

を「一進一退」に据え置いた。

百貨店売上が５か月連続で前年割れ

　５月の家計調査（二人以上世帯）では、実質

消費支出が前年比4.7％増と２か月ぶりに前年

を上回った。前年に自動車大手メーカーによる

認証不正問題で販売が低調だった自動車購入費

が大きく伸びた。

　６月の販売関連の統計では、百貨店が前年比

7.8％減と５か月連続で前年を下回った一方、

スーパーは同4.2％増と４か月連続で前年を上

回った。百貨店は、免税売上が４か月連続で前年

比マイナスとなった。スーパーは、値上げによ

る店頭価格の上昇で食料品の販売額が伸びた。

　一方、乗用車は前年比2.9％増、軽乗用車も

同10.9％増と、ともに６か月連続で前年を上

回った。認証検査不正により生産・出荷が一時停

止した前年からの反動増が続いている。

住宅着工は３か月連続で前年を下回る

　６月の新設住宅着工戸数は前年比15.6％減

の55,956戸と、３か月連続で前年を下回った。

持家が同16.4％減、貸家が同14.0％減、分譲

住宅が同17.9％減と、いずれも前年を下回った。
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